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自己紹介

• 専門分野は、哲学。特に、認知科学･AI/ロボット･宇宙開発などの、
科学技術に関する哲学的問題について重点的に研究

• 大阪大学知能ロボット学研究室 (石黒研究室) にて、ロボットの哲学
の研究に従事 (2018.4～現在)

• ｢科学の自動化｣に関する研究で、2019年度科学技術社会論･柿内
賢信記念賞（奨励賞）を受賞 (2019.11)

伊勢田･神崎･
呉羽編(2018)

クラーク著, 
呉羽他訳(2015)

稲葉他編(2020)

呉羽･久木田
｢AIと科学研究｣

を収録
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科学の自動化がもたらしうるもの
―Alien Science と Alienation of Science―

｢異質な科学 (alien science)｣…人間の科学とは異なる仕方で世界
を理解する科学の形態
• 科学哲学における｢N=1｣問題の解決?

• どこまで/どうやって実現できるか?

｢科学の疎外 (alienation of science)｣(呉羽･久木田 2020)…科学がその
本来の目的 (ex. 理解) や価値 (ex. 創造性) を喪失する事態
• 例①) 科学は人間に理解できないもの / 理解を目指さないものに

なってしまう?

• 例②) 科学において人間が創造性を発揮する余地はなくなってし
まう?

科学的理解の科学哲学

科学的理解に関する共通了解
①理解は科学の中心的目的の1つ
➢ 予測や制御の基礎としての実際的価値に加えて、好奇心の充足という

知的価値をもつ (Hempel 1965; Salmon 1998)

②理解は (典型的には) 説明によってもたらされる
➢ 因果的説明による｢メカニカルな理解｣と、統合的説明による｢コスモ

ロジカルな理解｣(Salmon 1998)

③理解はプラグマティックな (=主体の知識･能力･関心等に依存する) 側面
をもつ (Hempel 1965)

科学的理解に関する議論動向の変化
• 従来…理解は説明がもたらす単なる心理的副産物 (Hempel 1965; 

Trout 2002)

• 最近…理解の再評価
➢ 例: 理解とは、理論を特定の目的 (説明の構築等) に役立てるスキルを

もっていること (De Regt 2017)
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AI駆動科学と理解

機械学習技術の利用に伴う｢ブラックボックス問題｣
• 例) トゥルイユ｢1つの興味深い可能性は、私たちは

｢理解可能な科学｣の時代を終えつつある、ということ
だ｣(Bohannon 2017)

• 理解をもたらさない科学は、｢科学｣の名に値するか? 
よく当たるお告げと何が違うのか?

疑問: ブラックボックス問題は解決可能か? 本当に解決すべき
問題か? ➡ 関連する論点
• 理解可能性の基準は時代とともに変化してきた (例: 遠隔作用) 

• 人間の思考過程もブラックボックス? (と言われるが、程度の差はある。
コンピューターを用いた数学の証明に関する議論を参照)

• ブラックボックスを開けるXAIの研究も進められている (ただし予測
性能と説明可能性の間にトレードオフがある?)

Science 357
(6346), 2017

科学的発見の科学哲学

科学的発見…科学研究の最も創造的なフェーズ
➡ これまで科学哲学はあまり論じてこなかった
• ｢(狭義の) 発見の文脈｣と｢正当化の文脈｣を区別し、前者を科学哲学

の主題から除外
➢ 例) ポパー『探究の論理』(Popper 1934): 科学的発見に論理はない

• 例外) 科学哲学者兼科学者による科学的発見の方法の分析
➢ アブダクション (Peirce 1878)

➢ 美的判断に基づくアイディアの結合 (Poincare 1908)

➢ ヒューリスティクスを用いた問題空間の探索 (Simon 1977)

➢ アナロジー (Holyoak & Thagard 1994)

① アイディアを
考案する過程

② アイディアを追求し、
洗練させる過程

③ アイディアを
検証する過程

広義の｢科学的発見｣

狭義の｢科学的発見｣
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AI駆動科学と創造性

創造性の哲学では、科学的発見を含む創造活動の
本性についての分析が行われてきた
• 例) ボーデン (Boden 2004)

➢ ｢創造性｣の定義: ①新しく、②驚異的で、③価値のある、
アイディアや人工物を生み出す能力

➢ 創造性の分類: 結合的 / 探索的 / 変形的

疑問: 力ずくの探索による科学的発見は創造的か?
• 人間の場合には創造的とは言われない
➢ 例) ダイソン｢科学は、1粒の砂の中に1つの世界を見た

り、1本の野の花の中に1つの天地を見ることができると
きに、最も創造的である。重いハードウェアや巨大な機
械も科学の一部ではあるが、最も重要な部分ではない｣
(Dyson 1988)

• 人間のとは別種の創造性もありうる?
➢ 創造的か否かは、プロダクトの特性だけで決まる or 

プロセスの特性にも依存する?

Boden(2004)

ダイソン(1990)

提言

• 科学の自動化は、｢科学的理解とは何か｣、｢科学的発見/創造性と
は何か｣、といった問題を改めて考え直す機会を提供する
➡ 哲学･心理学･認知科学などの知見が役立つかも

• 科学の自動化は、科学と社会の関係性を巡る課題を生み出す
➡ 様々な分野の科学研究者、そして市民がどう考えているか調査
を
➡ 科学政策、科学教育、科学コミュニケーション、哲学…などの
研究者も加えた議論を
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